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換増殖因子(TGF)-β1、 インターロイキン (IL)-6、アクチビン A 及び LPS で刺
激した角膜上皮細胞の上清により遊走が促進された。LPS 刺激によって角膜上
皮細胞の培養上清には TNF-α、 IL-6、アクチビン Aの濃度上昇がみられ、これ
らが角膜上皮細胞から産生された可能性が考えられた。以上結果より角膜中央
部にみられる新生血管は角膜中央部への DC の遊走経路となる可能性があるこ
と、角膜上皮細胞が産生するアクチビン A 、TNF-α、 IL-6などの炎症性サイト
カインが DCの角膜中央部への走化性因子として働くこと、が明らかになった。 
 
